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（１）2021年３月期 第２四半期連結累計期間業績予想値と実績値の差異（2020年４月１日 ～ 2020年９月30日）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に

帰属する
四半期純利益

1株当たり
四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回発表予想(Ａ) 136,500 70 115 35 1.34

実績値(Ｂ) 137,268 △ 579 18 △ 64 △ 2.48

増減額(Ｂ－Ａ) 768 △ 649 △ 97 △ 99

増減率(%) 0.6 － △ 84.3 － 

（ご参考）前期第2四半期実績
（2020年3月期第2四半期）

138,703 △ 71 323 △ 110 △ 4.23

差異の理由

（２）2021年３月期 通期連結業績予想数値の修正（2020年４月１日 ～ 2021年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に

帰属する
当期純利益

1株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回発表予想(Ａ) 260,000 2,300 2,000 1,235 47.25

今回修正予想(Ｂ) 270,000 1,250 1,550 900 34.44

増減額(Ｂ－Ａ) 10,000 △ 1,050 △ 450 △ 335

増減率(%) 3.8 △ 45.7 △ 22.5 △ 27.1

（ご参考）前期実績
（2020年3月期）

287,550 2,369 2,006 △ 75 △ 2.89

以　上

業績予想修正の理由
　新型コロナウイルス感染症の拡大により停滞した経済活動は一部持ち直しの兆しがみられますが、景気の本格的な回復に
は時間を要するものと思われます。
　こうした状況の下、当社の2021年３月期の連結業績は、売上面ではシステム事業で設備投資需要の減退により減少が見込
まれるものの、デバイス事業では当初の計画より通信機器向け半導体の増加が見込まれることから、前回予想を上回る見通
しです。一方、利益面では、相対的に利益率の高い商品の売上が低調に推移していることに加え、第２四半期連結累計期
間までの為替変動による影響を踏まえ、上記の通り修正いたします。

（注）上記の業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものです。
　　　実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

　売上高は、通信機器向けや民生機器向け半導体の需要増により前回予想を上回る結果となりました。一方、利益面では、
相対的に利益率の高い商品の売上が低調だったことや期中の円高進行で円ベースの売上総利益を押し下げたことにより、
営業利益は前回予想を下回りました。営業外損益では、為替変動による外貨建て債務の決済差益などにより為替差益867百
万円を計上したものの、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益とも前回予想を下回る結果となりました。

2020年10月30日

丸 文 株 式 会 社

第２四半期業績予想と実績との差異および通期業績予想の修正に関するお知らせ

　2020年７月31日に公表した2021年３月期第２四半期連結累計期間業績予想値と本日公表の実績値に差異が生じました
のでお知らせいたします。また、2021年３月期通期業績予想を修正いたしましたので下記の通りお知らせいたします。

記
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